






要約:当施設にて過去11 年間に経験した急性期直後の冠状動脈造影にて異常が認められた

川崎病 125 例の急性期およびその後の治療について検討した。動脈瘤群は 83 例、巨大動

脈瘤群は 42 例であった。12 例は心筋梗塞を発症し、5 例が死亡した。いづれの群でも急

性期の治療ではアスピリン単独が最も多かった。病初期より十分なガンマ・グロブリンを

投与しても巨大動脈瘤を含む冠状動脈後遺症を残す例が存在した。遠隔期の治療はアスピ

リン少量投与が最も多いが、巨大動脈瘤では多剤併用を行った。多剤併用にもかかわらず

心筋梗塞を発症する例がある一方、怠薬による心筋梗塞例が存在した。


